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令
和
元
年 

11
月
定
例
会
　

環
境
文
教
委
員
会
で
の
質
疑
応
答

【
高
校
教
育
課
長
】
10
月
7
日
に
各

市
町
村
の
教
育
委
員
会
及
び
教
育
長

に
、
資
料
を
添
付
し
、「
周
知
に
つ

い
て
ご
配
慮
を
願
う
」
と
し
て
通
知

し
、
各
管
轄
下
の
小
中
学
校
へ
の
通

知
及
び
添
付
資
料
の
送
信
を
お
願
い

し
、
周
知
を
行
っ
た
。
保
護
者
以
外

の
参
加
者
は
、
北
信
8
名
、
東
信
7

名
、
伊
那
5
名
、
飯
田
5
名
、
中
信

4
名
。

【
高
校
教
育
課
長
】
県
下
全
て
の
学

校
に
通
知
し
た
が
、全
て
の
学
校
か
ら

出
席
し
て
い
る
か
把
握
し
て
い
な
い
。

【
高
校
教
育
課
】
受
験
生
を
鑑
み
る

と
、
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
な
い

と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
説
明
会

だ
け
で
無
く
、各
小
中
学
校
長
よ
り
、

保
護
者
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
物
も
含

め
、
ご
意
見
・
ご
質
問
を
頂
い
て
お

り
、
そ
れ
ら
も
踏
ま
え
、
現
在
検
討

し
て
い
る
。

【
高
校
教
育
課
長
】
学
力
検
査
と
調

査
書
に
よ
る
現
行
の
相
関
図
に
主
体

的
に
学
ぶ
態
度
を
、
ど
の
様
に
加
味

す
る
か
と
言
う
事
も
含
め
た
「
相
関

図
方
式
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
総
合
点

と
し
て
学
力
検
査
と
調
査
書
と
そ
れ

以
外
の
学
校
独
自
の
検
査
等
を
点
数

化
し
て
の
「
総
合
得
点
方
式
」
で
現

在
検
討
し
て
い
る
。

【
高
校
教
育
課
】
新
制
度
に
於
い
て
、

ど
う
見
て
行
く
か
に
つ
い
て
も
検
討

中
で
あ
る
。

【
高
校
教
育
課
】
公
正
公
平
に
審
査

を
行
う
た
め
に
は
、
全
受
験
生
が
同

じ
学
力
検
査
を
し
、
同
じ
く
調
査

書
が
評
価
さ
れ
、
同
じ
く
各
学
校
の

検
査
等
が
評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
全
員
が
同
じ
形
で
検
査
を

受
け
て
頂
き
、
そ
の
中
で
得
意
分
野

を
持
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

再
度
の
選
考
が
行
わ
れ
る
と

い
う
考
え
方
で
す
。

【
高
校
教
育
課
長
】
新
た
に

中
学
校
に
於
い
て
、
そ
れ
ら

を
指
導
し
た
り
、
練
習
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
は
い
な

い
。
新
し
い
学
習
指
導
要

領
の
中
で
、中
学
校
に
於
い
て
知
識
、

技
能
だ
け
で
な
い
分
野
も
含
め
、
培

っ
た
部
分
を
評
価
で
き
る
制
度
に
し

た
い
と
い
う
考
え
。

【
高
校
教
育
課
長
】
中
学
校
で
学
ん

だ
状
況
は
調
査
書
と
い
う
形
で
反
映

さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
中
学
校
で

新
た
に
何
か
に
取
り
組
む
と
言
う
こ

と
で
は
無
く
、
新
た
な
指
導
要
領
に

対
応
し
て
い
く
と
い
う
考
え
。
そ
れ

を
負
担
と
考
え
る
先
生
方
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
生
き
る
子
ど
も
達
の
た
め
の
新
学

習
指
導
要
領
を
き
ち
ん
と
施
行
す
る

中
で
、
子
ど
も
達
に
力
を
付
け
て
も

ら
い
、
入
試
で
も
、
一
部
で
あ
れ
評

価
を
し
た
い
と
言
う
こ
と
。
慎
重
に

検
討
し
て
行
く
と
言
う
言
葉
は
そ
の

通
り
で
あ
り
、
現
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
、
今
年
度
中
に
成
案
の
骨
子

を
ま
と
め
、
次
の
段
階
に
移
っ
て
い

き
た
い
思
い
で
あ
る
が
、
様
々
な
意

見
を
頂
い
て
お
り
、
慎
重
な
検
討
を

進
め
て
行
き
た
い
と
思
う
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
の
可
能
性

は
ゼ
ロ
で
は
無
い
と
受
け
取
っ
た
。

説
明
会
の
参
加
人
数
は
、
か
な
り
少

な
い
と
い
え
る
。
現
行
の
制
度
で
さ

え
、経
験
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
で
は
、

理
解
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
県
教
委
と
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
理
解
を
求
め
、
説
明
す
る

義
務
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
検
討

を
要
望
す
る
。

　

そ
の
後
12
月
23
日
教
育
委
員
会
定

例
会
に
於
い
て
、
導
入
時
期
の
延
期

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

【
高
校
教
育
課
長
】
例
年
、
そ
の
年

の
旧
12
通
学
区
別
の
中
学
校
卒
業
予

定
者
数
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
、
流
出

入
の
状
況
、私
立
高
校
と
の
関
係
、昨

年
度
の
空
き
定
員
の
状
況
と
い
っ
た

も
の
を
総
合
的
に
判
断
し
、決
め
て

い
る
。旧
11
通
学
区
で
は
、令
和
２
年

度
は
１
５
３
名
減
の
、３
８
５
４
名
。

【
高
校
教
育
課
長
】
募
集
定
員
は
、

基
本
的
に
は
旧
12
通
学
区
ご
と
に
検

討
を
し
、
流
出
入
も
含
め
た
隣
接
す

る
通
学
区
と
の
関
係
の
中
で
考
え
て

き
て
い
る
。
不
合
格
者
数
が
あ
っ
て

い
い
か
と
言
わ
れ
る
と
、
な

い
ほ
う
が
良
い
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
は
私
立
高

校
と
の
関
係
が
あ
る
為
、
こ

れ
ま
で
の
私
立
高
校
の
状

況
、
私
立
高
校
の
予
め
決
ま

っ
て
い
る
募
集
定
員
等
を
含

め
た
中
で
、
公
立
と
し
て
判

断
さ
せ
て
頂
く
の
が
例
年
の

や
り
方
で
あ
る
。

や る 気・ 元 気・ 信 州 に 好 機

寺沢こうき　県政報告

問
高
校
の
募
集
定
員
が
発
表
に

な
っ
た
が
、
何
を
基
に
設
定

を
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
旧
第
11
通
学

区
の
中
学
卒
業
者
数
は
昨
年
度
と
比

べ
、
ど
の
位
の
減
数
見
込
み
か
。

問
今
回
、第
11
通
学
区
は
3
校
、

隣
接
す
る
第
12
通
学
区
で
１

校
の
計
4
校
で
定
員
が
削
減
を
さ
れ

た
。
平
成
31
年
3
月
の
高
校
入
試
の

後
期
選
抜
で
も
、
１
７
８
人
の
不
合

格
が
出
て
い
る
。卒
業
者
数
の
減
と
、

今
回
の
募
集
定
員
の
減
か
ら
す
る

と
、
令
和
2
年
3
月
も
同
程
度
の
不

合
格
者
が
出
る
と
推
測
出
来
る
。
こ

の
１
８
０
人
前
後
の
不
合
格
者
が
出

る
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
か
。

問
私
立
高
校
の
合
格
発

表
の
後
、
公
立
高
校

の
後
期
選
抜
が
行
わ
れ
る
。

後
期
選
抜
を
受
験
す
る
生
徒

は
、
当
然
、
公
立
高
校
へ
の

者
等
だ
け
で
あ
り
、
上
位
の
生
徒
で

は
見
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
新

制
度
で
は
、
全
て
の
受
験
者
に
於
い

て
全
て
の
内
容
を
見
る
の
か
。

生
方
が
参
加
さ
れ
た
と
言
う
事
で
良

い
か
。

教
育
委
員
会
関
係

問
新
た
な
高
等
学
校
の
入
学
者

選
抜
制
度
に
つ
い
て
、計
5

回
の
保
護
者
、児
童
生
徒
を
対
象
に
し

た
説
明
会
が
行
わ
れ
た
が
、そ
の
周
知

の
方
法
は
。２
７
６
名
の
出
席
者
の

中
に
教
職
員
も
含
ま
れ
て
い
る
か
。

問
こ
れ
以
前
に
、
教
頭
先
生
、

教
員
の
方
向
け
の
説
明
会
が

実
施
さ
れ
た
。
今
後
、
保
護
者
や
子

ど
も
達
に
指
導
し
て
い
く
立
場
ゆ

え
、
勿
論
、
県
内
全
て
の
学
校
の
先

問
多
い
所
で
99
人
、
少
な
い
所

で
32
人
と
い
う
参
加
人
数

を
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

問
後
期
選
抜
で
の
、
現
行
の
評

定
点
と
当
日
の
点
数
を
相
関

図
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
判
断
す
る
方
法

は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

問
調
査
書
の
審
査
で
全
て
の
内

容
と
あ
る
が
、
現
行
で
は
、

調
査
書
の
全
て
の
内
容
を
見
る
の

は
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
上
の
受
験
者

や
評
定
点
に
極
端
な
差
が
あ
る
受
験

問
前
期
選
抜
を
実
施
し
な
い
学

校
で
は
、全
て
の
受
験
者
が
、

そ
の
他
の
検
査
も
受
け
る
と
な
っ
て

お
り
、
一
般
選
考
で
定
員
の
90
％
以

上
を
決
定
し
、
10
％
程
度
が
、
そ
の

他
の
検
査
を
踏
ま
え
た
得
意
活
用
型

で
決
定
す
る
と
し
て
い
る
。
と
な
る

と
、
例
え
ば
評
定
点
も
高
く
、
当
日

も
高
い
点
数
を
取
る
自
信
が
あ
る
受

験
者
は
、
そ
の
他
の
検
査
に
関
し
て

は
、
重
視
し
な
く
て
も
良
い
と
言
う

こ
と
か
。

問
中
学
校
に
於
い
て
、

そ
の
他
の
検
査
で

あ
る
、
面
接
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
、
実
技
、
小
論
文

等
を
、
今
後
指
導
す
る
よ
う

に
な
る
の
か
。

問
２
０
２
２
年
度
の
選
抜
か
ら

の
制
度
導
入
の
理
由
が
、
新

学
習
指
導
要
領
が
高
校
に
於
い
て
施

行
さ
れ
る
為
と
の
事
だ
が
、
高
校
で

指
導
さ
れ
る
事
で
あ
り
、
入
学
時
点

で
身
に
付
い
て
い
る
必
要
は
無
く
、

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
整
合
性
は
無

い
。
更
に
、
内
容
か
ら
す
る
と
、
中

学
校
の
先
生
へ
の
負
担
増
が
推
測
さ

れ
る
。
課
題
が
多
い
中
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
と
の
事
だ
が
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
は
ゼ

ロ
で
は
無
い
と
理
解
し
て
良
い
か
。

要
望

令和元年９月 10日に発表された第二次案

新たな今後のスケジュール

１ 入学者選抜制度変更のポイント

１ 「前期選抜」で「学力検査」を実施します。

２ 前期選抜、後期選抜ともに、各校の「募集の観点」に基づいた「その他の検査」をすべての学校で
実施します。

３ 「前期選抜を実施しない学校」の後期選抜においては、２種類の選考を行い、高校を選択でき
る幅を広げます。

４ 不登校生等であっても本人が有する資質や能力を多面的に評価するための説明書（調査書の
付票）を新たに設け、更に配慮した選抜にします。

・中学校までに学習した内容について、「基礎的な学力」が身についているか検査します。
・学力検査は５教科 点満点です。主として選択式、短答式で出題します。

・「その他の検査」は、面接、プレゼンテーション、グループ討議、実技、小論文、学校独自の検査等です。
・調査書の「特定の項目」 例 総合的な学習の時間、特別活動等 を「その他の検査」とする学校もあ
ります。

・一般選考に加え、得意を活かせる得意活用型選考を実施します。
▶一般選考 定員の ％以上

５教科各 点（ 点満点）＋調査書９教科の評定＋その他の検査で判定
▶得意活用型選考 定員の ％以内

評価に用いる教科、比率等の評価項目を学校独自に設定し判定

●「自分らしく学べる高校」を選択しやすいように、各学校の特色をわかりやすくします。
●みなさんの多様な資質、能力を評価する入学者選抜を実施します。

２ 入学者選抜の日程

月
月上旬 志願開始前期選抜
月中旬 受検 入学予定者発表

月

後期選抜 月下旬 志願開始

月上旬 志願変更

月上旬～中旬 受検 入学予定者発表

再募集 ●後期選抜で、定員が充足しなかった高校で実施されます。
●後期選抜を受検した生徒で、入学予定者とならなかった生徒が
志願できます。ただし、定時制課程は、これまで受検できなかった
後期選抜を受検しなかった生徒も志願できます。

月下旬 志願・受検 ～３月末日 入学予定者発表

★現行の追加募集は再募集に統合します。また、通信制課程の選抜は選抜要綱で示します。
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 前記１の の検討事項に対応するとともに、制度についての十分な周知期間を確保す

るため、導入までのスケジュールを以下のとおりとする。

年 度 導入スケジュール

年度 令和元年度
１月

 
 
 

（各校の３つの方針 公表） 

  
 

 
 
 

 
 

 
 

年度 令和２年度

９月

９月～ 月

年２月～３月

 
 
 

 

 

年度 令和３年度

年２月～３月

 
 
 
 
 

  

年度 令和４年度

年２月～３月

 
 
 

  

年度 令和５年度

年２月～３月

   

年度 令和６年度   

前記１の に掲げた検討事項について検討を重ね、 年度（令和２年度）９月を目

途に「新たな選抜制度の内容」を公表する。なお、その間の検討状況についても必要に応じて明

らかにしていく。

前記１の の課題については、次のとおり対応する。

新しい時代に必要となる資質・能力を育成するため、幼保小中高一貫した「学びの改革」に

すでに着手したところであり、これを着実に推進していく。特に「学力の三要素」をバランス

よく育成するための「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善や、学習評価の確

実な実施に向け取り組んでいく。

学力検査問題の作成は、これまでも工夫を重ねてきたところだが、知識・技能だけでなく思

考力・判断力・表現力を適切に評価できる検査問題の作成に引き続き取り組む。

公表 高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領

先
行
実
施

新たな入学者選抜の実施 
 

前期選抜問題例  

新選抜要綱 
学校別実施方法 

周

知 

公表 

公表 
中
学
校

全
面
実
施

新たな選抜制度の内容 
・評価方法（概要）・調査書の様式 
・学校別実施方法（概要）を含む 
 
 
 
 
 
 

新たな選抜制度 決定 

公表 

中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領

先
行
実
施

受
検 

今後の対応方針
中
２ 

中
１ 

小
６ 

小
５ 

受
検 

受
検 

受
検 

高
校

年
次
進
行
で
実
施

説明会の実施 

課題の検討 



【
高
校
教
育
課
長
】
基
本
的
に
は
協

議
会
で
の
議
論
と
、
募
集
定
員
の
削

減
は
、
直
接
的
な
結
び
つ
き
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
協
議
会
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
相
応
し
い
学
び
の

あ
り
方
と
、
高
校
の
配
置
状
況
に
つ

い
て
議
論
頂
き
、
そ
れ
を
ま
と
め
て

再
編
整
備
計
画
が
確
定
を
す
る
。
確

定
後
も
、
実
際
の
実
施
計
画
は
、
そ

こ
か
ら
数
年
先
に
な
り
、
募
集
学
級

数
や
、
募
集
開
始
年
度
が
確
定
す
る

の
は
、
か
な
り
先
に
な
る
。
そ
の
た

め
現
時
点
で
は
、
中
学
生
の
数
に
応

じ
た
募
集
定
員
の
設
定
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
高
校
教
育
課
長
】
今
の
旧
第
11
通

学
区
で
、
毎
年
、
１
０
０
名
を
越
え

る
生
徒
数
減
が
続
く
よ
う
な
時
期
を

迎
え
て
い
る
中
、
募
集
定
員
を
全
く

調
整
し
な
い
こ
と
は
、考
え
に
く
い
。

協
議
会
の
議
論
の
結
果
に
基
づ
き
、

再
編
の
検
討
を
進
め
て
行
く
も
の
で

あ
り
、
例
え
ば
、
統
合
と
い
う
事
に

な
っ
た
と
き
、「
何
学
級
規
模
の
学

校
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
事
で
あ
れ

ば
、
そ
の
学
級
数
に
あ
わ
せ
た
計
画

を
立
て
て
い
く
た
め
、
各
高
校
ご
と

に
考
え
れ
ば
、
募
集
定
員
が
上
下
す

る
可
能
性
は
あ
り
得
る
。

寺沢こうき　県政報告や る 気・ 元 気・ 信 州 に 好 機

【
高
校
教
育
課
】
実
際
に
は
普
通
科

の
倍
率
が
上
が
る
と
い
う
数
字
の
出

し
方
は
で
き
る
か
と
思
う
。
一
方

で
、
普
通
科
に
探
究
科
を
第
2
志
望

と
す
る
方
が
い
れ
ば
、
探
究
科
の
倍

率
が
ま
た
極
度
に
上
が
る
可
能
性
も

出
て
く
る
。中
学
校
で
は
、倍
率
で
は

な
く
、人
数
を
元
に
受
験
を
す
る
か

否
か
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
第
2
志
望
ま
で
入
れ
た
倍

率
を
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、か
え
っ

て
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
部
分
も
出
て
く

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
中
学
校
の

進
路
指
導
で
、
数
字
の
見
方
に
つ
い

て
不
安
等
が
あ
れ
ば
、
県
教
委
と
し

て
き
ち
ん
と
説
明
を
し
て
い
く
方
が

良
い
の
で
は
と
現
時
点
で
は
考
え
て

い
る
。

【
高
校
教
育
課
】
現
状
で
は
あ
り
得

な
い
と
思
う
が
、
第
2
志
望
を
持
っ

て
い
る
以
上
、
数
字
を
表
す
と
な
れ

ば
、そ
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

【
高
校
教
育
課
】
受
験
生
に
と
っ
て
、

何
が
一
番
分
か
り
や
す
い
か
と
い
う

観
点
で
検
討
し
て
い
く
。

【
高
校
教
育
課
】
構
成
及
び
運
営
は
、

協
議
会
と
同
等
の
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。
懇
話
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
意

見
、
提
案
が
県
教
委
に
届
き
、
そ
れ

を
尊
重
し
て
再
編
整
備
計
画
を
立
て

る
と
い
っ
た
枠
組
み
は
、
全
く
変
わ

ら
な
い
。

【
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
】
被
害
状

況
の
把
握
に
関
し
て
は
、
電
気
事
業

法
に
基
づ
き
、
国
が
行
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、県
に
義
務
づ
け
は
無
く
、

更
に
出
力
50
㎾
未
満
は
報
告
義
務
の

対
象
外
の
た
め
、
把
握
が
難
し
い
の

が
現
状
。
県
と
し
て
独
自
に
市
町
村

に
聴
き
取
り
し
た
中
で
長
野
市
と
千

曲
市
か
ら
の
み
報
告
が
あ
っ
た
。

【
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
】
具
体
的

に
長
野
市
を
例
に
取
れ
ば
現
状
で
は

無
い
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
設
置
が
好

ま
し
く
な
い
地
域
等
を
色
分
け
し
例

示
し
て
お
り
、
今
回
の
災
害
を
受
け
、

見
直
し
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。

【
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
】
長
野
市

穂
保
地
区
で
配
電
設
備
か
ら
煙
が
出

た
１
件
は
承
知
し
て
い
る
。
発
電
機

能
が
あ
る
限
り
ど
ん
な
状
態
に
な
ろ

う
と
発
電
さ
れ
て
い
る
た
め
、
感
電

や
煙
が
出
る
可
能
性
は
あ
る
。
県
で

は
被
災
直
後
か
ら
Ｈ
Ｐ
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
よ
り
、
浸
水
に
よ
る
危
険

性
等
の
周
知
を
行
っ
て
き
た
。ま
た
、

逆
に
日
中
は
、
電
源
と
し
て
役
立
つ

た
め
、
災
害
時
の
有
効
性
も
強
調
し

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

【
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
】
法
的
に

規
制
は
無
い
。
例
え
ば
大
規
模
設
備

設
置
の
際
、市
町
村
と
の
話
の
中
で
、

事
業
者
か
ら
の
地
域
貢
献
策
と
し

て
、災
害
時
の
活
用
と
い
っ
た
事
を
、

協
定
の
中
に
例
示
的
に
盛
り
込
ん
で

行
く
こ
と
は
研
究
で
き
る
と
思
う
。

【
生
活
排
水
課
長
】
主
に
は
、
電
気

設
備
、
機
械
設
備
に
な
る
が
、
今
回

は
、
現
在
の
想
定
浸
水
水
位
は
２
．

６
ｍ
だ
が
、
再
度
災
害
防
止
の
観
点

か
ら
１
０
０
分
の
１
確
率
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
対
応
の
５
ｍ
に
設
定
し
て

行
う
。
浸
水
を
防
ぐ
防
災
扉
や
、
開

口
部
の
閉
鎖
は
勿
論
、
電
気
室
の
２

階
へ
の
移
動
も
考
え
て
お
り
、
構
造

的
に
耐
震
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど
、
よ
り
安
全
を
見
た
設
計
に

対
す
る
金
額
で
あ
る
。
但
し
、
災
害

査
定
を
受
け
、
再
利
用
可
能
な
物
が

あ
れ
ば
、
金
額
が
下
が
る
可
能
性
は

十
分
あ
る
。

【
生
活
排
水
課
長
】
現
在
の
物
と
整

合
が
う
ま
く
い
か
な
い
物
が
出
て
く

れ
ば
、
現
在
の
仕
様
に
合
わ
さ
ざ
る

を
得
な
い
。

【
生
活
排
水
課
長
】
今
ま
で
の
災
害

に
対
す
る
考
え
方
は
、
主
に
は
震
災

対
策
で
あ
り
、
優
先
的
に
耐
震
対
策

を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の
災
害
を
受

け
、
長
野
県
と
言
え
ど
も
浸
水
被
害

が
あ
る
と
身
を
も
っ
て
感
じ
た
こ
と

か
ら
、
処
理
場
の
耐
水
化
を
検
討
し

て
行
く
。

問
今
回
の
台
風
19
号
災
害
に
お

い
て
、
太
陽
光
発
電
施
設
が

被
災
し
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
状

況
は
。

問
今
回
の
水
害
で
発
火
等
の
2

次
被
害
は
、把
握
し
て
い
る
か
。

問
大
規
模
な
発
電
施
設
は
、
災

害
時
、
緊
急
的
に
周
辺
住
民

の
電
源
利
用
に
協
力
頂
け
る
と
思
う

が
如
何
か
。

問
今
回
被
災
し
た
ク
リ
ン
ピ
ア

千
曲
の
復
旧
に
設
計
費
と
し

て
６
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
金
額
と
言
う
こ
と
は
、
被
災
前

問
今
回
の
災
害
を
受
け
、
太
陽

光
発
電
施
設
設
置
の
際
に
浸

環
境
部
関
係

問
16
年
も
経
て
ば
、
性
能
等
も

進
化
し
て
い
る
と
思
う
。
使

え
る
物
は
使
う
と
言
う
事
だ
が
、
応

用
が
利
く
の
か
。

問
今
後
も
同
様
の
災
害
が
起
こ

る
こ
と
を
想
定
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
安
曇
野
市
の
犀
川
流
域

下
水
道
施
設
等
、
他
の
施
設
へ
の
今

後
の
対
策
は
。

問
現
状
、
定
員
割
れ
を
し
て
い

な
い
所
を
減
ら
せ
ば
、
協
議

会
の
皆
さ
ん
は
、
そ
こ
に
注
目
す
る

と
思
う
。
今
後
、
協
議
会
で
の
議
論

の
末
、
例
え
ば
現
状
の
定
員
状
況
と

違
っ
た
形
の
結
論
が
出
た
場
合
、
減

ら
し
た
定
員
を
再
度
増
や
す
と
言
う

事
も
あ
り
得
る
か
。

問
く
く
り
募
集
に
つ
い

て
。
例
え
ば
昨
年
の

松
本
県
ヶ
丘
高
校
の
場
合
、

後
期
選
抜
で
普
通
科
は
２
４

０
人
の
募
集
に
、
志
願
者

が
２
８
７
人
、
倍
率
1
・
2

倍
、
探
究
科
で
は
16
人
の
募

集
で
、
志
願
者
が
48
人
、
倍

率
が
３
倍
と
公
表
さ
れ
て
い

る
。
探
究
科
の
志
願
者
の
う

ち
、
募
集
定
員
丁
度
の
16
人

が
合
格
し
た
場
合
、
不
合
格

と
な
っ
た
32
人
が
普
通
科
に

回
る
こ
と
に
な
る
。
普
通
科

の
実
際
の
志
願
者
は
３
１
９

人
と
な
り
、
実
際
の
倍
率
は

１
・
2
倍
で
は
な
く
、
1
・

33
倍
と
な
る
。
こ
の
事
が
、

発
表
の
際
詳
し
く
明
記
さ
れ

問
逆
に
、普
通
科
か
ら
探
究
科
に

ま
わ
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

問
願
書
提
出
後
、
志
望
校
変
更

の
期
間
が
あ
る
。そ
の
際
は
、

県
教
委
か
ら
発
表
さ
れ
る
資
料
を
参

考
に
す
る
。
資
料
に
「
第
2
志
望
で

ま
わ
る
」
と
い
う
一
文
を
加
え
て
頂

く
だ
け
で
も
分
か
り
や
す
い
と
思
う

が
如
何
か
。

問
旧
第
11
通
学
区
で
は
、
高
校

の
将
来
像
を
考
え
る
「
教
育

懇
話
会
」
が
発
足
し
た
。
懇
話
会
と

高校生との意見交換会にて　

進
学
を
希
望
し
て
い
る
と
言
え
る
。

公
立
高
校
に
行
き
た
い
と
い
う
生
徒

を
、
あ
え
て
私
立
高
校
に
行
か
せ
て

い
る
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い

か
。
現
在
、
各
地
域
協
議
会
に
於
い

て
、
高
校
の
再
編
が
議
論
さ
れ
て
い

る
中
、
議
論
の
対
象
と
成
り
得
る
可

能
性
の
あ
る
高
校
も
、
今
回
募
集
定

員
減
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
に
議
論

を
任
せ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
県
教
委
が
募
集
定

員
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
議
論
を
誘

導
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

て
い
な
い
が
、
表
記
を
わ
か
り
や
す

く
変
更
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

協
議
会
で
の
結
論
の
取
り
扱
い
に
違

い
は
あ
る
か
。

水
と
い
う
点
に
も
注
目
す
る
必
要
性

を
感
じ
る
が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上

の
浸
水
区
域
等
へ
の
設
置
に
対
し
規

制
は
あ
る
か
。

の
状
態
に
戻
す
だ
け
で
無
く
、
仕
様

を
変
更
す
る
と
捉
え
て
良
い
か
。


